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「リナックス（Linux）」をご存じでしょ
うか？　梅雨頃に某放送協会の番組で取
り上げられましたが，無料で使用できる
コンピュータの（Unix系）基本ソフト
（OS）です。そのLinuxに種々の機能を
付加して，東証のアローヘッドに代表さ
れる証券・銀行システム，財務・会計シ
ステム，個人のWebサーバー，ネット
ブック，携帯電話，家電，ゲーム機，カ
ラオケ機器等と広範囲に利用され始めて
います。また，「TOP500に入るスパコ
ンの約9割がOSにLinuxを採用してい
る」「開発者の約半数がLinuxで作業し
ている」等の調査結果もあります。さら
に，ワープロ，表計算機能，DB，作図
等の機能を有するOpenOffi  ce.org（OOo）
という無料で誰でも使用できるソフト群
とセットで自治体や企業に導入され始め
ています。（OOoに関しては約3割の企
業が導入を検討したいという調査結果も
あります。）
これら Linux や OOo の特徴は「マ

ルチプラットフォーム」「安全で安定」
「動作が軽快」「商用ソフトとのデータ
の互換性が高い（ほぼ完全互換）」等の
技術面だけでなく，GPL等のライセン
スで規定されている「ソースの公開」「改
変・再配布が可能」「使用者と使用目的
が無制限」等にもあります。さらに，
これらはコミュニティと呼ばれるボラ
ンティアグループによって保守や改良
がなされ，不具合修正も迅速です。近年，
大手 IT企業の数社が社員を百人規模
でコミュニティに参加させています。
一方，利用者には，テクニカル・サポー

トの体制が気になります。サポートを
提供する企業も出てきていますが，テ
クニカル・サポートは，メールや掲示
板を利用してコミュニティメンバーや
他のユーザーが対応してくれます。た
だし，「ボランティアでの対応」である

ことを心得，解決の後はプログラムや
マニュアルの修正のために使用コマン
ド，設定変更箇所等の対応策をフィー
ドバックする必要があります。「Ubuntu
（＝『他者への思いやり』：ズールー語）」
という名称の，Linuxとアプリケーショ
ンなどをまとめてインストールできる
ようにしたものがあるように互助精神
が重要視されています。「もう一度，取
扱説明書をお読みください」「そのよう
な不具合の報告は入っておりませんの
で，今回は対応いたしかねます」「その
ような仕様でございます」等のテクニ
カル・サポートに慣れていると戸惑い
ます。また，これらの使用に関しては
無保証（補償）ですが，有価のOSや
アプリケーションでもその購入金額の
一部しか補償されない場合もあるので
大差は無いのでは？
建設関係の開発ではどうでしょう

か？　原理を理解していますか？　ブ
ラックボックス化されたソフトをその
まま使い続けていませんか？　ソース
が提供されていても内部処理が理解で
きていますか？　データの互換性はあ
りますか？　不具合修正は迅速です
か？（改変後も含め，有償無償を問わず）
再配布が可能ですか？　簡単な内容の
説明を求めても「それは高度な内容で
説明しても理解できませんよ」と言わ
れていませんか？　等を再確認しても
良いかもしれません。
さて，今回の特集は如何でしたか？

本号より「建設機械技術解説」のコーナー
を新設しました。「システマティックに
知りたい」「今更聞けない」「これからキー
テクノロジィになりそう」等の技術を紹
介していけたらと思っています。
最後に，執筆者をはじめ関係諸氏に

誌面を借りて御礼申し上げます。（個々
の商標・ロゴマーク，商号等に関する
権利は，個々の権利の所有者に帰属し
ます。）
 （髙津・松本）

11 月号「建設施工の地球温暖化対策特集」予告
・建設施工の地球温暖化対策　／・建設 3団体の地球温暖化防止活動
・JCMA 製造業部会・機械部会の地球温暖化対策への取り組み
・情報化施工による温室効果ガスの排出抑制　／・海外鉱山におけるバイオ燃料導入プロジェクト
・林業機械への「カーボンオフセット」適用事例　／・中大型ホィールローダ作業における省燃費運転
・環境配慮型深層混合処理船　黄鶴　／・交差点立体工事でのCO2 排出量の評価
・常温施工型の加熱アスファルト混合物　マイルドミックス
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